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編集後記･･

命横浜国大名誉教授の太田陽子先生から,台湾地

震(9.21集集大地震)の地震断層に関する緊急調査

第1報をいただきました.波打つ道路,折り畳まれ

たかのような橋,グラビア写真や本文中の写真のす

さまじさに圧倒されてしまいます.阪神･淡路大震

災(兵庫県南部地震)のときにも感じたことですが,

地球科学に携わる人はこのような地質災害が起こっ

たときには,現地へ行って被害状況を自分の目で確

かめ,実感すべきだと思いました.これは,想像力

を磨くために是非とも必要なことです.太田先生に

は現在,地質調査所非常勤職員として活断層研究

のプロジェクトにご協力いただいております.

命本号ではこのほか,工技院特研｢活断層による地

震発生ポテンシャル評価の研究｣グルｰプによる平

成10年度の研究成果の概要報告および,当所OB

服部仁さんによる連載シリｰズ｢淡路島北部にお

ける兵庫県南部地震による地変と地震被害｣の最一

終章をお届けしております.全体としては地震特集

の感が無きにしもあらずですが,トルコ,ギリシャ,台

湾と続いた地震同様,期せずしてそのようになりま

した.

命特集｢日本周辺海域の地質構造マッピング｣の最

終回として,徳山英一さんほかによるf弄豆･小笠原

弧,木村政昭さんほかによる琉球弧の構造発達史

の原稿を掲載させていただきました.前号のオホｰ

ツク海,三陸沖等の海域もそうですが,六号で扱わ

れている海域も,私にとりましては自嶺丸で訪れた
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懐かしい海です.初めて小笠原諸島海域に行った

ときは,東大海洋研究所の大学院生であった徳山

さんもご一緒でした.琉球大学の木村先生も当時は

地質調査所におられ,私の所属する研究室の室長

さんとして,乗船されました.木村先生はその後,琉

球大学に彩られ､時々テレビなどにも顔をお出しに

なって,幅広い話題を提供されておられます.

命産学官連携推進センタｰの仕事のひとつに,成

果普及ということがあります.研究発表会,研究講

演会,そして地質ニュｰスの編集,それらは地質調

査所の研究成果の普及,広報ということで,産学官

連携推進センタｰが取り組んでいます.発足したば

かりなので,センタｰの仕事の説明などをあちこちへ

の手紙の中に書いていますが,ワｰプロの変換間違

いでいきなり｢生家腐朽｣という4文字が出たときに

は驚きました.｢不朽｣ならまだしも｢腐朽｣とは,ワｰ

プロもいたずらが過ぎます.

分9月15日～10月11日,名古屋市科学館を会場に

中部地質情報展を開催.10月15,16日'99北陸技

術交流テクノフェア(福井県),10月27日～29日国際

新技術フェア'99(東京ビッグサイト),11月17日～

19日サイエンスフロンティアつくば999(つくば市)と,

秋のイベントに立て続けに参加し,季節感を感じる

暇もないままに秋が深まってきてしまいました.これ

らの展示会への展示も,研究者の方々と協力して産

学官連携推進センタｰが行う成果普及の仕事となっ

ています.
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